
地域包括診療加算等の施設基準を届け出ている

医療機関を調べる方法
～診療情報提供料（Ⅲ）を算定するにあたって～

2020 年度診療報酬改定において、診療情報提供料（Ⅲ）（ 150 点）が新設されました。

算定できるケースのひとつとして、かかりつけ医機能を有する医療機関等からの求めに応

じ、患者の同意を得て、当該患者に関する診療状況を示す文書を提供した場合が該当し、

患者１人につき提供する保険医療機関ごとに３月に１回に限り算定することができます。

かかりつけ医機能を有する保険医療機関等とは・・・

①地域包括診療加算、②地域包括診療料、③小児かかりつけ診療料、④在宅時医学総合

管理料・施設入居時等医学総合管理料（在宅療養支援診療所又は在宅療養支援病院に限る）

のうちいずれかを届け出ている保険医療機関のことを指します。

本点数を算定する場合、連携医療機関がどのような機能を有しているのかがポイントに

なります。ここでは、紹介元の医療機関が地域包括診療加算等（上記①～④）を届け出て

いるかどうかを確認する方法をご紹介します。

★九州厚生局ホームページで確認が可能

①インターネットで「九州厚生局」を検索

②トップページ



③ホームページの下部「保険医療機関、保険医等」の中の「保険医療機関・保険薬局

の方へ」をクリック

④「九州厚生局管内の保険医療機関・保険薬局・指定訪問看護事業所・はり、きゅう

及びあん摩マッサージ指圧の受領委任取扱い施術所の指定状況及び届出受理状況に

ついては、こちらをご覧ください。」をクリック



⑤「届出受理医療機関名簿（全体版）」の中の「長崎事務所 医科（PDF）」をクリック

すると長崎県内の保険医療機関の施設基準届出状況を閲覧（確認）することができ

ます。

●このように医療機関名簿が出てきます。PDFファイルなので検索が可能です。名簿

は医療機関で届け出ている施設基準を見ることが出来ます。一度、自院について確

認してみましょう。



●しかし、名簿を見てみると・・・

名称が略されていて一体何の点数なのかがわかりません。施設基準には全て略称が

付されています。略称の意味が判れば医療機関ごとの届出状況が把握できます。

●ひとつ前の画面に戻ると・・・

「届出受理医療機関名簿の受理番号における略称一覧」とあり、ここで略称一覧を

確認することができます。

●クリックすると以下のような一覧が表示されます。



●例えば・・・

地域包括診療加算は、（地包加）と略されます。

●それでは地域包括診療加算を検索してみましょう。

PDFのデータ上、右クリックして「地包加」を入力して下さい。届出医療機関が検

索されてきます。

診療情報提供料（Ⅲ）の算定で確認が

必要な略称は以下の通りです。

①地域包括診療加算 → 「地包加」

②地域包括診療料 → 「地包診」

③小児かかりつけ診療料 → 「小か診」

④在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料 → 「在医総管」

⑤在宅療養支援診療所 → 「支援診」

⑥在宅療養支援病院 → 「支援病」

※支援診及び支援病は施設基準によって１～３に区分されます。


